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　　　　　　市　の　人　ロ

　　　　（平成2年７月１日現在）

世帯数　58,387世帯（前月比21世帯減）

人　ロ　177,271人（前月比80人減）

　　男　87,727人

　　女　89,544人

　
市
は
、
七
月
一
日
、
カ
ナ
ダ
国
ブ
リ
テ
ィ
ツ
シ
・
ユ
ー
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と
、

友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、
宇
治
市

か
ら
、
池
本
宇
治
市
長
と
加
藤
市
議
会
議
長
が
、
「
両
市
は
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

経
済
等
の
分
野
で
の
交
流
を
図
り
、
両
市
及
び
両
市
民
の
友
好
と
信
頼
を
深
め
、
さ
ら
に
世

界
の
平
和
と
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
確
信
し
、
こ
こ
に
両
市
が
友
好
都
市
と
し
て
提
携
す

る
こ
と
を
盟
約
す
る
」
と
の
盟
約
書
に
署
名
。
ガ
グ
ラ
デ
ィ
ー
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
長
ら
と
固

く
握
手
し
て
、
両
市
の
末
長
い
友
好
の
き
ず
な
が
こ
こ
に
結
ば
れ
ま
し
た
。

▲友好の固い握手を交わす池本市長(右側)とガグラディー市長。右端は加藤市議会議長

　
調
印
式
は
、
七
月
一
日
午
前
九

時
半
（
日
本
時
間
二
日
午
前
一
時

半
）
か
ら
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
内

盈
匹
れ
る
ト
ン
プ
ソ
ン
川
に
面
し

た
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
で
開
催
。

宇
治
市
か
ら
は
、
池
本
市
長
を
団

長
と
す
る
調
印
団
（
四
十
七
人
）

が
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
は
、

ガ
グ
ラ
デ
″
１
市
長
や
市
民
ら
約

二
百
五
十
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
席

し
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

総
領
事
館
の
本
田
領
事
や
地
元
選

出
の
カ
ナ
ダ
国
会
議
員
ら
も
、
来

賓
と
し
て
出
席
。

　
調
印
は
、
両
国
の
国
歌
演
奏
と

甲
府
（
州
）
・
市
旗
の
掲
揚
の
後
、

芝
生
に
設
け
ら
れ
た
壇
の
上
で
、

池
本
市
長
・
加
藤
市
議
会
議
長
、

ガ
グ
ラ
デ
ィ
ー
市
長
・
カ
ス
ク
同

市
書
記
の
四
人
が
、
日
本
語
と
英

語
で
書
か
れ
た
盟
約
書
に
、
順

に
署
名
。
去
ぢ
の
人
々
か
ら
は
、

温
か
い
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
次
い
で
、
ガ
グ
ラ
デ
ィ
ー
市
長

か
ら
召
年
帰
っ
て
来
る
』
意
味

を
込
め
た
「
サ
ケ
」
の
置
き
物
が
、

池
本
市
長
か
ら
は
「
羽
ば
た
き
発

展
す
る
」
意
味
を
込
め
た
「
鳳
凰
」

の
蔚
策
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
市

に
贈
ら
れ
、
固
い
握
手
か
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
先
立
っ
て
、
同
公
園

で
は
、
両
市
長
や
調
印
団
一
行
ら

　
私
と
加
藤
市
議
<
!
Ｒ
議
長
は
、

宇
治
市
を
代
表
し
『
カ
ム
ル

ー
プ
ス
市
と
の
友
好
都
市
盟
約

書
に
署
名
１
　
蚤
レ
た
。
両
市
は
、

名
実
と
も
に
、
固
い
友
好
の
き

ず
な
で
結
ば
れ
、
私
た
ち
は
、

こ
の
カ
ナ
ダ
で
多
く
の
友
人
を

得
ま
し
巡
。

　
両
市
民
は
、
親
し
い
友
人
と

し
て
、
相
互
に
チ
を
携
え
、
友

好
と
信
頼
夕
深
め
、
小
さ
い
力

な
が
ら
も
、
世
界
の
平
和
と
発

展
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
確
信

し
、
と
も
に
力
強
く
歩
ん
ｗ
ｔ

▲日本語と英語で書かれた友好都市盟約書

に
よ
っ
て
、
宇
治
市
か
ら
寄
贈
し

た
木
＝
ス
コ
″
チ
ー
パ
イ
ン
（
松
）
、

高
さ
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
＝
の
記

念
植
樹
を
挙
行
。
こ
の
日
開
園
し

た
日
本
庭
園
（
石
庭
・
約
三
土
ハ

平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
、
両
市
長
の

署
名
の
入
っ
た
友
好
都
市
盟
約
の

締
結
を
記
念
す
ゐ
碑
の
除
幕
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
宇
治
市
が
海
外
都
市

と
友
好
都
市
盟
約
か
締
結
し
た
の

は
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

四
月
の
ス
リ
ラ
ン
カ
ー
ヌ
ワ
ラ
エ

リ
ヤ
市
、
同
年
七
月
の
中
国
・
咸

１陽
市
を
合
わ
せ
て
、
三
市
と
な
り

ま
し
た
。

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
か
ら
は
、
末
長
く
、
自
分
を

飾
る
こ
と
な
ぐ
対
等
の
立
場
で

極
め
て
親
し
ぐ
接
す
る
「
は
だ

か
の
つ
章
の
い
」
今
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。

　
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の
皆
さ
ん

に
も
、
ぜ
ひ
宇
治
市
に
お
越
し

い
た
だ
哉
牢
治
市
民
と
交
流

m
め
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
m

く
お
願
い
い
た
Ｌ
ｘ
乖
。

　
　
（
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
で
の
あ

い
さ
つ
か
ら
）

　
〈
位
置
〉
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
は
、

カ
ナ
ダ
南
西
部
の
プ
リ
テ
ィ
″

ジ
ュ
ー
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
に
属
し
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
北
東
約
三
百

六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
。

　
〈
面
積
〉
三
百
十
一
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
宇
治
市
（
六
十

七
・
五
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

の
約
五
倍
。

　
〈
人
口
〉
約
六
万
三
千
入
。
う

ち
日
系
人
は
約
九
百
人
。

　
〈
歴
史
〉
「
カ
ム
ル
ー
プ
ス
」
の

語
源
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
言

葉
で
「
川
が
合
流
す
る
地
点
」
の

意
味
。
原
住
民
は
、
シ
ュ
ー
シ

ワ
ッ
プ
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
で
、

約
千
年
前
か
ら
、
こ
の
地
で
、

主
と
し
て
狩
漁
採
集
の
牛
活
を

し
て
い
た
が
、
約
二
百
年
前
か

ら
、
白
人
が
こ
の
地
に
入
り
、

毛
皮
の
交
換
取
引
を
行
う
。
そ

の
後
、
農
業
・
牧
畜
な
ど
を
生

業
と
し
て
定
住
。
十
九
世
紀
後

半
か
ら
、
町
か
形
成
、
駅
馬
車

の
駅
が
設
置
さ
れ
、
外
輪
船
も

航
行
し
た
（
現
在
も
観
光
の
た

め
に
俵
於
て
い
る
）
。
一
八
八

五
年
に
は
鉄
道
も
開
通
し
、
現

在
は
、
カ
ナ
ダ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
鉄

道
、
カ
ナ
ダ
パ
シ
フ
ィ
″
ク
鉄

市
制
は
、
一
八
九
三
年
に
施
行
、

四
年
後
の
一
九
九
三
年
に
は
百

周
年
を
迎
汽
る
。

　
〈
日
系
人
〉
一
八
九
〇
年
ご
ろ
、

最
初
の
日
本
人
が
出
稼
ぎ
の
た

め
、
・
こ
の
地
に
入
る
。
一
九
四

九
年
に
は
、
日
系
人
に
も
選
挙

権
が
与
兄
β
れ
、
現
在
は
、
二

世
・
三
世
欠
お
せ
約
九
百
人

が
居
住
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
。

　
〈
産
業
〉
森
林
・
製
材
・
パ
ル

プ
・
合
板
製
材
、
銅
鉱
石
の
採

掘
、
交
通
運
輸
、
牧
畜
（
牛
・

馬
が
中
心
）
、
観
光
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
（
釣
・
乗
馬
・
登
山
・

ゴ
ル
フ
な
ど
）
。
新
た
な
産
業
振

興
の
た
め
、
工
業
団
地
の
造
成

な
μ
石
行
っ
て
い
る
。

　
〈
大
学
〉
「
カ
リ
ブ
ー
・
カ
レ

″
ジ
」
が
あ
り
、
学
生
数
は
約

五
千
人
。
日
本
か
ら
の
留
学
も

受
け
入
れ
て
い
る
。

　
〈
景
観
〉
ト
ン
プ
ソ
ン
川
畔
に

リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
が
美
J
f
V

整
備
さ
れ
、
オ
ー
バ
ー
フ
ン
ダ

橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
対
岸
に

は
ポ
ー
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
（
山
）

が
そ
び
え
、
街
の
ど
こ
か
ら
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
川
に

は
、
外
輪
船
が
観
光
名
物
と
し

て
航
行
し
、
こ
れ
ら
一
連
の
景

観
は
、
宇
治
公
園
一
帯
と
極
め

て
似
か
よ
っ
だ
風
景
と
な
っ
て

い
る
。

▲
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
内
を
流
れ

　
る
ト
ン
プ
ソ
ン
川

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
↑
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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７
月
１
日
末
長
い
友
好
を
目
指
し
て

カムループス市と友好都市盟約を締結

両
市
民
は
親
し
い
友
人

宇治市長　池本正夫

こんな町ですカムル―プス



　カムループス市との友好都市盟約調印式に

出席するため結成された調印団（団長・池本

正夫市長、47人）は、６月29日午前11時に宇

治市を出発し、現地時間の６月30 日午後にカ

ムループス市に到着。７月３日までの間、同

市市民と友好交流を深めた後、カナダ国内を

見学し、日本時間の７月８日夜、無事帰宇し

ました。

　
六
月
三
十
日
午
後
（
現
地
時
間
）

に
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
入
り
し
た
調

印
団
は
、
ホ
テ
ル
前
で
早
速
出
迎

え
の
市
民
ら
の
歓
迎
か
受
け
、
歓

迎
晩
さ
ん
心
一
で
は
、
約
百
人
の
市

民
と
な
ご
や
か
に
懇
談
。

　
琴
月
一
日
に
は
、
リ
バ
ー
サ

イ
ド
公
園
で
の
調
印
式
に
出
席
。

記
念
植
樹
で
は
交
代
で
土
を
入

れ
、
末
長
い
友
好
奮
吹
め
て
誓
い

ま
し
た
。
ま
た
、
調
印
後
は
、
カ

ム
ル
ー
プ
ス
市
市
制
記
念
・
カ
ナ

ダ
国
独
立
記
念
の
民
族
祭
に
参
加

す
る
た
め
、
外
輪
蒸
気
船
で
、
ト

ン
プ
ソ
ン
川
の
中
に
あ
る
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
島
へ
。
男
性
は
青
色
、
女

性
は
赤
色
の
「
は
っ
ぴ
」
に
、
そ
れ

ぞ
れ
背
中
に
「
？
の
宰
之
染
め
、

絞
ひ
の
は
ち
巻
き
姿
で
、
歓
声
の

中
か
届
一
場
に
入
場
し
ま
し
た
。

記念植樹する池本市長ら(写真上)。調印団員も

交代で植樹に参加(写真左)

　
同
会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
模
擬

店
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多
民
族
国
家

の
町
ら
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の

ス
タ
イ
ル
の
店
が
並
び
、
一
行
は
、

店
か
薬
し
む
一
方
、
来
場
の
籾
九

の
人
た
か
£
親
し
ぐ
歓
談
。

　
同
日
夜
の
公
式
晩
さ
ん
心
一
で
は
、

宇
治
市
か
ら
預
か
っ
て
来
た
子
供

た
ち
の
絵
な
ど
戦
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
の
教
育
長
に
渡
し
、
同
市
の

子
供
た
ち
の
｀
石
一
行
に
託
>
<
Ｋ

ま
し
巡
。

　
ま
た
、
七
月
二
日
に
は
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
区
や
地
元
小
学
校
な
ど

を
訪
問
。
夜
は
、
約
二
甲
ハ
の
市

民
と
と
も
に
、
牧
場
で
ウ
エ
ス
タ

ン
ー
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
か
渠
し
み
、

一
緒
に
踊
っ
た
り
、
は
っ
ぴ
夕
ク

レ
セ
ン
ト
し
た
り
と
、
友
好
の
輪

を
一
層
広
げ
ま
し
た
。

▲調印を記念して造られた碑

４
友
好
都
市
盟
約
の
調
印
式
な
ど
が
行
わ
れ
た

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
。
後
ろ
は
、
カ
ム
ル
ー

　
プ
ス
市
内
を
流
れ
る
ト
ン
プ
ソ
ン
川
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▲調印を大きく報道する地元新聞

▲インディアン区を訪問

１
日
系
人
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

ト
そ
ろ
い
の
「
は
つ
ぴ
姿
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
民
族
祭
の
会
場
へ

４
牧
場
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

▼雨でも平気。ダンスを一緒に

　
昭
和
6
3
年
（
1
9
8
8
）
‥
‥
月

２
日
宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の

谷
岡
武
雄
会
長
か
ら
、
カ
ム
ル
ー

プ
ス
市
へ
、
友
好
都
市
に
つ
い
て

の
手
紙
を
送
付
。

　
同
、
１
１
月
２
１
日
　
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
か
ら
、
姉
妹
都
市
関
係
に
つ

い
て
、
友
好
的
な
返
書
が
届
く
。

　
平
成
元
年
（
1
9
8
9
）
６
月

６
日
～
８
日
宇
治
市
国
際
親
善

協
会
の
中
川
恵
次
・
上
林
春
松
両

副
会
長
と
宇
治
商
工
会
議
所
・
堀

井
信
夫
会
頭
夫
妻
の
４
人
が
、
カ

ム
ル
ー
プ
ス
市
を
訪
問
。
同
市
市

長
に
宛
て
た
宇
治
市
長
の
親
書
を

渡
す
。

　
同
、
７
月
2
9
日
宇
治
市
国
際

親
善
協
会
総
公
一
で
、
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
へ
の
調
査
団
の
派
遣
を
決
定
。

　
同
、
９
月
７
日
～
９
日
　
石
井

常
夫
宇
治
市
助
役
を
団
長
と
す
る

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
調
査
団
（
一
行

1
3
人
）
が
同
市
を
訪
問
。

　
同
、
１
１
月
１
９
日
～
2
2
日
　
カ
ム

ル
ー
プ
ス
市
か
ら
、
ロ
ナ
ル
ド
ー

ワ
ト
ソ
ン
同
市
市
長
代
理
を
団
長

と
す
る
宇
治
市
訪
問
団
（
一
行
…
　
　

人
）
が
来
宇
。
平
等
院
や
教
育
・

文
化
施
設
な
ど
の
見
学
を
は
じ

め
、
宇
治
市
民
と
の
交
流
夕
深
め

る
。

1138

両
市
の
交
流
の
経
過

心
と
心
が
通
う
ふ
れ
あ
い
の
日
々



21世紀に飛躍する宇治市の拠点として

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
　

宇治市長池本正夫

　
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
新

庁
舎
建
設
は
、
十
一
日
に
起
工
式

を
行
い
、
い
よ
い
よ
工
事
着
手
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
建
設

に
際
し
ま
し
て
は
、
市
議
心
一
の
慎

重
な
ご
密
議
を
は
じ
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
か
賜

り
、
深
ぐ
感
謝
申
し
上
げ
米
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
市
庁
舎
は
、
昭

和
三
十
八
年
に
人
口
八
万
人
を
想

定
し
て
建
設
さ
れ
た
本
館
を
中
心

に
、
小
学
校
施
設
忿
収
修
し
た
教

育
庁
舎
、
四
十
九
年
に
建
設
の
新

館
庁
舎
、
暫
定
の
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
、

そ
し
て
五
十
八
年
に
建
設
の
議
場

な
ど
の
市
議
会
関
係
諸
室
や
福
祉

部
関
係
事
務
室
の
あ
る
第
一
期
庁

舎
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

求
ｙ
。
こ
の
た
め
、
庁
舎
は
分
散

し
、
狭
い
こ
と
も
重
な
っ
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
日
常
的
に
不
便

を
お
掛
け
し
て
お
り
'
　
m
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
支
障
を

孜
た
す
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
　
こ
シ
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
親
し
み
や
す
く

利
用
し
や
す
い
庁
舎
で
あ
る
こ
と
、

よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ま
た
、

高
度
情
報
化
へ
の
流
れ
に
も
対
応

で
き
る
庁
舎
で
あ
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
基
本
構
想
と
基
本
計
画
の

策
定
夕
通
め
て
ま
い
り
汰
し
た
。
’

　
新
厦
ほ
、
二
十
一
世
紀
へ
飛

躍
す
る
「
活
力
あ
ふ
れ
る
人
間
性

豊
か
な
宇
治
市
」
夕
推
進
す
る
拠

点
で
あ
り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
実
現
の
た
め
に
大
き

な
役
割
奎
果
た
す
も
の
で
あ
り
ま

す
。
　
工
事
期
間
中
は
何
か
と
不
便
を

お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
事
業
遂

行
の
た
め
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
格
別
な
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
ラ
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

既設庁舎　ぺ新庁舎
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１階平面図

三座劃

ヰ

　
市
で
は
、
七
月
十
一
日
に
庁
舎
建
設
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
起
工
記
念
式
を
開
催
。
こ
の
中
で
池
本
市
長

は
、
「
市
制
施
行
四
十
周
年
を
記
念
す
る
事
業
と
し
て
、

公
共
施
設
が
集
中
す
る
ゾ
ー
ン
の
中
心
に
ふ
さ
わ
し

い
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。
二
十
一
世
紀
へ
さ
ら
に
飛

躍
す
る
「
活
力
あ
ふ
れ
る
人
間
性
豊
か
な
宇
治
市
」
の

拠
点
と
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

庁
舎
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
様
々
な
用
務
で

来
ら
れ
る
市
の
中
心
と
な
る
建
物
で
す
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
機
会
に
新
庁
舎
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

２階平面図
▲起工式であいさつする池本市長

　
一
階
に
は
、
市
民
課
、
国
民
健

康
保
険
課
、
福
祉
年
金
課
、
市
民

相
談
室
、
ま
た
第
一
期
庁
舎
一
階

に
福
祉
関
係
課
か
そ
れ
ぞ
れ
配
置

し
、
二
階
に
は
税
務
関
係
課
や
水

道
部
営
業
課
、
会
計
課
、
そ
の
他

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
が
多
い
部

門
を
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
利
用

し
や
す
く
配
置
し
ま
す
。

　
三
回
Ξ
五
階
ま
で
は
一
般
事

務
室
で
、
会
議
室
や
書
Ⅲ
な
ど
の

諸
室
欠
機
能
的
に
配
置
。
六
階
は

将
来
の
行
政
需
要
の
増
大
と
多
様

化
に
対
５
す
る
た
め
の
階
と
し
、

当
分
の
間
は
会
議
室
や
臨
時
的
な

作
業
ス
ペ
ー
ス
な
μ
と
し
て
使
用

す
る
予
定
で
す
。

　
七
階
は
、
秘
書
課
、
理
事
塵

係
諸
室
、
広
報
課
や
記
者
室
及
び

会
議
室
な
ど
で
構
成
し
、
最
上
階

の
八
階
に
は
大
会
議
室
、
食
堂
や

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
売
店
な
熟
矛
配

置
に
ま
す
。

　
一
方
、
地
階
に
は
夜
間
の
受
付

や
電
子
計
算
機
室
、
印
刷
室
か
殴

く
と
と
も
に
、
二
層
式
の
書
庫
、

大
倉
庫
、
車
庫
を
配
置
し
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
の
電
気
機
械
・
電
話

交
換
な
ど
の
設
備
を
配
置
し
、
ビ

ル
の
運
転
を
集
中
管
理
す
る
中
央

監
視
室
（
ビ
ル
の
防
災
セ
ン
タ
ー

を
兼
務
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
来
て
、

く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
ぐ
た
め
の
一

階
の
ホ
ー
ル
と
交
流
ロ
ビ
ー
は
、

約
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で

二
階
ま
で
吹
き
抜
け
の
天
井
と
し
、

東
壁
面
の
ガ
ラ
ス
と
天
井
の
ト
ッ

プ
ラ
イ
ト
に
よ
っ
て
Ｓ
≫
<
？
v
開
放

的
な
雰
囲
気
夕
醸
し
肘
ｋ
チ
。

自
然
光
の
な
か
で
、
時
間
待
ち
や

待
ち
合
わ
せ
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
ま
ず
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ル
の
南
側
に
は
展

示
コ
ー
ナ
ー
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー

ナ
ー
を
配
置
し
、
国
際
交
流
都
市

の
展
示
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
絵
画
や
書
な
ど

手
作
り
の
作
品
展
示
や
催
し
の
会

場
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
北
玄
関
か
ら
入
っ
て

右
に
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
ず
。
こ
こ
で
は
、
市
政
情
報
、

公
共
施
設
案
内
、
観
光
案
内
、
そ

の
他
公
共
団
体
な
ど
が
弱
行
す
る

刊
行
物
な
羞
７
な
行
政
情
報
を

集
中
化
し
、
閲
覧
や
販
売
の
コ
ー

ナ
ー
な
μ
石
設
け
て
市
民
の
皆
さ

ん
が
利
用
し
や
す
い
コ
ー
ナ
ー
に

し
て
い
章
柔
す
。
将
来
は
、
市
の

情
報
公
開
の
場
と
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
新
庁
舎
は
、
五
十
八
年
度
建
設

の
第
一
期
庁
舎
（
議
会
棟
）
と
接
続

し
、
庁
舎
と
し
て
の
一
体
性
差
姫

保
し
て
い
未
了
。
ま
た
、
低
層
棟

の
屋
根
は
、
屋
上
ガ
ー
デ
ン
と
し
、

憩
い
と
く
つ
ろ
ぎ
の
ス
ペ
ー
ス
と

す
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
ず
。

　
将
来
の
組
織
機
構
の
改
革
や
業

務
内
容
の
君
更
な
ど
に
柔
軟
に
対

応
す
る
た
め
、
一
階
か
ら
Ｉ
ハ
階
ま

で
の
事
務
室
を
オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア

と
し
、
ま
た
柱
夕
酒
き
る
限
り
少

な
ぐ
し
て
開
放
的
な
庁
舎
と
し
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
事
務
処
理
機
器
の
導

入
と
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
を
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、

電
源
、
電
話
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

端
末
機
器
な
ど
の
配
線
衆
目
由
に

取
り
出
せ
る
二
重
床
構
造
か
採
用

し
ま
す
。

　
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
発
生

時
の
防
災
拠
点
と
し
て
機
能
さ
せ

３～７階平面図

る
た
め
、
災
害
に
強
い
庁
舎
に
し

ま
す
。

　
激
し
い
地
震
や
風
に
も
１
　
分
に

耐
兄
る
構
造
、
充
実
し
た
防
火
・
消

火
設
備
、
わ
か
り
や
す
い
避
難
経

路
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
を
防
止

す
る
バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど
に
よ
っ
て

建
物
の
安
全
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
担
当
部
門
と
消
防

本
部
か
辺
く
に
配
置
し
、
い
ざ
と

い
う
時
に
総
合
的
で
速
や
か
に
対

応
で
き
る
よ
う
備
え
ま
す
。

　
一
方
、
敷
地
内
の
一
部
の
雨
水

の
流
出
を
調
整
し
、
再
利
用
も
行

ラ
た
め
の
貯
留
槽
か
地
下
に
設
置

ｋ
チ
。

　
庁
舎
正
面
の
北
玄
関
の
ゆ
る
や

か
な
ス
ロ
ー
プ
、
敷
地
周
辺
か
ら

の
誘
導
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
そ
し
て

地
階
正
面
付
近
の
＊
体
障
害
者
専

用
駐
車
場
な
ど
に
よ
り
、
体
の
不

自
由
な
人
や
お
年
寄
り
で
も
楽
に

出
入
り
で
茫
乎
。

　
庁
舎
の
中
で
は
、
二
階
の
窓
口

部
門
へ
行
ぐ
の
に
便
利
な
エ
ス
ヵ

レ
Ｌ

車
イ
ス
に
乗
っ
た
ま
ま
利
用
し
て

い
た
だ
ぐ
た
め
の
障
害
者
仕
様
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
る
と
と
も
に
、

窓
口
部
門
受
付
に
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ

１
を
一
部
採
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、
目
の
不
自
由
な
人
の
た

め
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
点
字
プ
レ

ー
ト
を
設
け
る
と
と
も
に
。
点
字

総
合
案
内
板
か
ら
は
障
害
者
福
祉

担
当
係
職
員
を
ぞ
ン
タ
ー
ホ
ン
に

よ
っ
て
呼
び
出
し
て
い
た
だ
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
Ｉ
喫
煙
対
策
を
計
画
～

　
　
　
ｒ

　
近
年
の
健
康
や
環
境
に
対
す
る

社
会
的
関
心
の
高
ま
り
の
中
で
。

喫
煙
問
題
が
取
口
王
げ
ら
れ
て
い

ま
ず
。

　
そ
こ
で
新
庁
舎
で
は
、
た
ば
こ

を
吸
シ
人
と
玖
幻
な
い
人
が
快
適

に
共
存
で
き
る
よ
ｙ
つ
に
、
来
庁
の

人
も
職
員
も
決
め
ら
れ
た
場
所
以

外
で
は
喫
煙
し
な
い
分
煙
庁
舎
に

し
て
い
く
計
回
で
す
。

　
バ
ル
コ
ニ
ー
の
設
置
に
よ
っ
て

維
持
管
理
を
容
易
に
し
康
ず
。

　
ま
た
、
西
日
の
日
差
し
を
遮
断

す
る
と
と
も
に
、
空
調
系
統
や
照

明
ス
イ
″
チ
回
路
の
細
分
化
、
既

設
の
井
水
及
び
一
部
の
雨
水
を
中

水
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
っ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
コ

ス
ト
に
つ
な
が
る
工
夫
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
工
事
に
よ
っ
て
、

本
館
と
議
心
一
棟
（
福
祉
部
）
が
分

断
さ
れ
未
了
。
来
庁
さ
れ
る
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
不
便
を
お
掛
け

Ｌ
蚤
す
が
、
前
の
道
路
（
歩
道
）

へ
の
迂
回
を
お
願
い
し
示
ｙ
。

　
ま
た
、
駐
車
場
が
不
足
し
て
い

ま
す
の
で
、
車
で
の
来
庁
か
届
万

避
け
て
い
た
だ
ぐ
ぷ
コ
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
康
す
。

宇治琵琶に現庁舎本館を建設

人口約55,800人

◆昭和38年

豆
匹
見
―
↓

人口15万人突破　　　　　Ｉ

菟道第二小学校跡校舎を庁舎に転

用　　　　　　　上　　丿

水道庁舎を建設

第１期新庁舎(議会棟)を建設し、

福祉部門を１階に配置

◆昭和54年

◆昭和56年

◆昭和57年

◆昭和58年

　　　　　　▲昭和26年当時の庁舎

◆昭和26年　　市制施行

　　　　　　　元宇治町役場を庁舎に

　　　　　　　人口約38,000人

◆昭和45年　　人口lo万人突破

　　　　　　　分庁舎(旧郵便局)を借り上げ

◆昭和47年　　プレハブ庁舎を建設

◆昭和49年　　宇治保健所跡を分庁舎に転用

　　　　　　　本庁舎に隣接して新館を建設

爾
ゲ

1140

市
庁
舎
の
あ
ゆ
み

新庁舎を紹介します

窓
□
部
門
を

一
・
二
階
に
配
置

展
示
ギ
ヤ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

既
存
庁
舎
と
一
体
性
を

確
保

新
し
い
時
代
に
備
え
た
事

務
室

災
害
に
強
く

防
災
拠
点
に

工
事
中
の
お
願
い

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
コ
ス
ト
の
工
夫

喫
煙
対
策
を
計
画

体
の
不
自
由
な
人

も
利
用
し
や
す
い

庁
舎
に
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宇
治
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

「
半
日
人
間
ド
″
ク
」
の
補
助
事
業

を
実
施
。
健
診
料
の
三
割
は
自
己

負
担
、
残
り
は
国
民
健
康
保
険
が

補
助
し
毒
了
。
健
診
で
成
人
病
の

早
期
発
見
と
、
自
己
の
健
康
管
理

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
・
・
・
健
診
時
に
次
の
項
目
す

　
べ
て
に
該
当
Ｔ
？
ハ
①
宇
治
市

親
と
子
の
歴
史
教
室

　
小
学
生
以
下
の
そ
こ
な
と
そ

の
親
を
対
象
に
、
宇
治
の
歴
史

や
伝
説
但
わ
か
り
や
す
く
話
し

ま
す
。

　
▼
と
き
・
＝
８
月
４
日
出
、
午

前
加

央
公
民
館
会
議
室
▼
山
崎
功
さ

ん
Ｕ
か
ｙ
演
題
・
・
・
た
ぬ
き
の
く

れ
た
仏
さ
ま
ほ
か
▼
入
場
料
・
・
・

無
料
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
直
接

　
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て
１

　
年
以
上
加
入
②
4
0
歳
以
上
6
5
歳

　
未
満
③
妊
娠
や
入
院
を
し
て
い

　
な
い
④
平
成
元
年
９
月
～
２
年

　
３
月
に
こ
の
制
度
か
莉
用
し
て

　
い
な
い
。

▽
定
員
・
・
・
３
０
父
（
先
着
順
）

▽
健
診
実
施
日
・
：
９
月
１
日
出
１

　
３
年
３
月
3
0
日
出
（
日
・
祝
日
、

　
年
末
年
始
奎
朕
く
）

▽
自
己
負
担
額
・
・
・
男
性
１
１
万
１

　
７
４
０
円
'
　
m
=
^
万
９
χ
Ｏ

　
７
０
円

▽
健
診
医
療
機
関
・
・
・
京
都
第
一
赤

　
十
字
病
院

▽
申
し
込
み
・
：
７
月
2
3
E
㈲
か
ら
、

　
国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持

　
っ
て
国
民
健
康
保
険
課
へ
。
電

　
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▽
問
い
｛
Ｂ
せ
・
・
・
国
民
健
康
保
険

　
課
（
内
線
２
９
６
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

お
知
ら
せ

　
郷
土
史
講
座

　
広
野
周
辺
の
古
代
史
に
つ
い
て
、

最
近
の
発
掘
調
査
成
果
牽
甲
心
に

学
習
し
ホ
了
。

会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
歴
史

資
料
館
（
豊
2
0
・
1
3
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
児
童
書
主
題
別
図
書
展
示

　
中
央
図
書
館
の
児
童
書
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
七
月
二
十
一
日
出

か
ら
八
月
三
十
一
日
倒
ま
で
、

「
少
緊
＆
光
る
ほ
し
の
太
」

を
テ
ー
マ
に
'
　
%
に
関
す
る

本
夕
晨
示
し
季
ｙ
。
た
ぐ
さ
ん

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
5
日
團
、
午

後
３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・

中
央
図
書
館
集
会
室
（
お
は
な

し
の
部
屋
）
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
よ
み
章
則
せ
、
紙
芝
居
▼

対
象
・
：
ｉ
歳
か
ら
小
学
校
低
学

　
年
金
相
談
所

　
市
で
は
、
社
会
保
険
事
務
所

と
共
催
で
、
年
金
に
関
す
る
こ

と
を
気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
年
金
相
談
所
を
開
設

し
季
ｙ
。
年
金
は
老
後
の
牛
活

に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の
で

す
が
、
受
け
る
た
め
の
条
件
は
、

年
齢
・
職
歴
な
ど
に
よ
ひ
、
一

人
ひ
と
り
異
な
り
未
了
。
自
分

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
7
日
圏
、
午
前

1
0
時
１
正
午
▼
と
こ
ろ
…
広
野
公

民
館
▼
講
師
・
・
・
社
会
教
育
課
職
員

▼
定
員
・
・
・
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
・
：
広
野
公
民
館
（
豊
4
1
・
7
4

5
0
）
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
（
広
野
公
民
館
・
社
会
教
育
課
）

　
消
防
設
備
士
試
験

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
1
8
E
出
・
1
9
日

面
▼
と
こ
ろ
・
・
・
京
都
府
立
大
学

　
（
京
都
市
左
京
区
下
鴨
半
木
町
―

の
５
）
▼
願
書
と
講
習
会
要
綱
の

配
布
・
：
市
内
各
消
防
（
分
）
署
で
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で

年
（
入
場
は
そ
ジ
耳
許
）
▼
参

加
費
・
・
・
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・

中
央
図
書
館
（
豊
2
0
・
1
5
1

1
）
へ
。
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
夏
休
み
星
空
映
画
会

　
▼
と
き
…
８
月
４
日
出
、
午

後
７
時
Ｆ
９
時
（
雨
天
の
場
合
、

８
月
５
日
間
）
▼
と
こ
ろ
：
大

久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
上
映

作
品
・
：
が
ん
ば
れ
ス
イ
ミ
ー
、

南
極
犬
タ
ロ
、
一
休
’
－
ん
（
い

ず
れ
も
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
▼

参
加
費
…
無
料
▼
申
し
込
み
…

当
日
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
同
セ
ン
タ
ー
（
豊
4
4
・
7
4

4
7
）
へ
。

　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

ヤ
ン
グ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
７
日
脚
・
1
0

の
年
金
に
つ
い
て
は
自
分
自
Ｍ

で
確
か
め
て
お
孝
ま
し
Ｉ
フ
。

　
ま
た
、
相
談
所
で
は
、
保
険

料
の
徴
収
も
行
い
未
了
。
保
険

料
の
未
納
期
間
が
多
く
な
る
と
、

年
金
が
驀
ｙ
Ｅ
ハ
な
ぐ
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が

あ
る
場
合
は
、
こ
の
機
会
に
納

め
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
が
少
な
い
な
ど

の
事
情
に
よ
ひ
保
険
料
か
誦
］
め

配
布
中
▼
願
書
受
け
付
け
・
：
７
月

2
3
日
側
～
2
7
日
倒
の
午
前
９
時
半

か
ら
午
後
４
時
半
ま
で
、
卸
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部

　
（
京
都
市
上
京
区
釜
座
通
丸
太
町

上
る
・
都
文
化
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
２

階
）
▼
問
い
〈
お
せ
・
：
同
セ
ン
タ

ー
京
都
府
支
部
（
酋
０
７
５
・
２
４

１
・
3
9
4
5
）
へ
。
（
消
防
本
部
）

　
　
ワ
ー
プ
ロ
講
座

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
５
日
～
９
月
９

日
の
毎
週
日
曜
、
午
後
Ｌ
時
―
Ｃ
Ｏ

時
半
（
全
６
回
）
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
対
象

日
出
、
午
前
1
0
時
半
～
正
午
▼

と
こ
ろ
・
・
・
大
久
保
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
中
・

高
校
生
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着

順
）
▼
講
師
・
・
・
伊
勢
村
紀
久
子

さ
ん
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
同
セ
ン

タ
ー
（
豊
4
4
・
7
4
4
7
）
へ
電

話
か
来
館
で
。

　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
夏
休
み
親
子
見
学
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
①
８
月

Ｈ
日
出
１

（
し
尿
工
場
）
②
８
月
1
8
日
出
＝

折
居
清
掃
工
場
（
ご
み
焼
却
場
）
。

見
学
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
正
午
（
専
用
バ
ス
を
運
行
）

▼
定
員
・
：
各
5
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
城

南
衛
生
管
理
鰻
只
０
７
５
・
６

る
こ
と
が
困
難
な
人
に
は
、
納

付
が
魯
苫
範
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
７
月
2
5

日
㈹
＝
ニ
チ
柔
大
久
保
店
、
2
6

日
出
＝
西
友
雲
居
、
2
7
日
廊

＝
木
幡
公
民
館
。
午
前
1
0
時
～

正
午
と
午
後
１
時
～
４
時
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は

　
便
利
な
口
座
振
替
で

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
預

金
口
座
か
ら
目
動
的
に
納
め
る

こ
と
が
で
政
ま
子
。
忙
し
い
人
・

そ
の
都
度
納
め
る
の
が
面
倒
だ

・
・
・
初
心
者
▼
定
員
・
：
2
0
人
▼
受
講

料
・
・
・
7
2
0
0
円
ｙ
申
し
込
み
…

午
前
９
時
～
午
後
８
時
に
同
セ
ン

タ
ー
（
豊
4
6
・
0
6
8
8
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
寝
た
き
り
老
人

　
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
8
日
出
。
午
後

１
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合

福
祉
必
一
館
▼
テ
ー
マ
・
：
介
護
の
知

識
及
び
介
護
の
し
方
▼
内
容
・
：
①

老
化
に
よ
る
心
と
身
体
の
変
化
②

高
齢
者
に
多
い
病
気
の
理
解
と
介

護
の
ポ
イ
ン
ト
③
介
護
の
心
構
え

３
１
一
5
1
7
1
）
へ
。

　
　
　
（
城
南
衛
生
管
理
鰻
に
）

第
1
2
回
こ
ど
も
手
づ
く
り

文
化
祭
参
加
者
募
集

ク
ラ
フ
ト
・
作
品
展
示
の
部
が

九
月
二
十
三
日
㈲
に
中
央
公
民

館
で
、
映
画
・
発
表
の
部
が
十
一

月
十
八
日
㈲
に
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
そ
こ
で
、
夢
あ
ふ
れ

る
展
示
作
品
と
、
児
京
劇
・
金

管
バ
ン
ド
ー
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・

合
唱
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
発
表
の

参
加
者
侭
″
集
し
濠
ず
。

　
▼
申
し
込
み
期
間
・
・
・
Ｏ
展
示

作
品
０
９
月
１
日
出
～
・
日
出

○
グ
ル
ー
プ
発
表
＝
９
月
１
日

出
～
2
9
日
出
▼
申
１
　
込
み
・
問

い
合
わ
せ
…
襲
殺
育
課
（
内

線
４
７
５
）
へ
。
（
襲
薮
育
課
）

と
い
う
人
な
ど
は
、
便
利
で
納

め
唇
れ
の
な
い
「
預
金
口
座
振

替
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
振
替
に
は
一
年

前
納
と
毎
月
振
替
の
二
種
類
が

あ
り
未
了
。
都
合
に
令
幻
せ
て

お
申
し
込
み
鴛
た
だ
し
、
一

年
前
納
の
申
し
込
み
は
平
成
三

年
度
か
ら
と
な
り
、
二
年
度
は

各
月
に
引
き
落
と
し
さ
せ
て
い

た
だ
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
ず
。

　
手
続
き
は
、
納
付
書
・
預
金

通
帳
・
預
金
通
帳
に
届
け
て
あ

る
印
鑑
持
参
で
、
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
に
お
申
し
込
み
を
Ｉ

④
介
護
の
方
法
▼
講
師
・
：
宇
治
明

星
園
看
護
婦
・
寮
母
▼
対
象
・
：
寝

た
き
口
老
人
の
い
る
家
族
な
ど
▼

申
し
込
み
：
当
日
直
接
会
場
へ
▼

お買物のめ

やす　消費

者物価２０

（7月分）

　この公表価格は, 7月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(自治振興課)

品　目 規　　　格 平均価格
価格状況

最高
価格
最低
価格対剛月比 封≫l年比

灯　　油
18J店頭 806円A 1.7° 16.t927円　　円649

lit配達 849 ▲0.1 16..1964 700

ガソリン
レギュラー1 乙現金
売り 125 ▲0.8 1.6136 112

ティッシュ

　ペー/ぐ－

400枚入１箱

{クリネックス･ｽｺｯﾃ() 135 4.7A 5.6 204 95
台所用
　　ラップ

サランラップ
30ciiiX20tii 225 1.8 7.1 245 183

アル

イル25<;niX8 m 171 4.3 12.5194 152
シャンプー 液体ポリ容器220CC

花王エッセンシャル 298 0.3 - 299 288

洗濯用
　扮石けん 2.4kg 790 0.5 1.0 978 515

牛　　肉
すき焼用
中程度100 g 433 3.3 3.6 597 2SS

塩さけ 切身100g 333 1.8▲6.5 513 206

バレイショ 男爵loog 28 A3.4 27.3 46 15

キャベツ中玉約Ug 242▲4.7 48.5360 145

鶏　　卵Ｍサイズパック入10個 169 ▲6.1 3.7 185 152

食用油
日清サラダ油
ポリ容器1000 g 493 4.0 4.4 677 370

しよう油キッコーマン岨口ポリ容器入1I 262 0.8 4.0 296 204

砂　　糖上白Ui 246 ▲1.2 4.7 276 204

小麦粉 日清小麦粉フラワーUg (薄力粉） 200 ▲0.5 4.2 238 163
インスタント
　コーヒー

ネスカフェェクセラ
瓶入150g 840 A3.8▲1.8 894 708

み　　そダヶヤミ‘ソ1><8 352 ▲2.2▲1.4 410 273

食'<ン
普通品１斤
(スライスしたもの) 168 0.6▲0.6 18S 141

洗濯代 ワイシャツ白の長そで 172 0.6 4.2 210 140

問
乞
お
せ
・
：
高
齢
者
福
祉
課
高

齢
者
福
祉
係
（
内
線
３
～
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

更新を

　
「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
は
、

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
か
禰

助
す
る
制
度
、
（
た
だ
し
、
老
人

の
場
合
、
一
部
負
担
金
あ
り
）

　
「
重
障
老
人
健
康
管
理
事
業

対
象
者
証
」
は
、
老
人
保
健
法
に

よ
る
医
療
を
受
け
た
際
の
一
部

負
妻
孝
健
康
管
理
費
と
し
て

支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
現
在
の
「
受
給
者
証
」
（
う
ぐ

い
す
色
）
、
「
対
象
者
証
」
（
あ
さ

ぎ
色
）
は
七
月
三
大
日
脚
で

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
内
在
住
の
会
員
（
六
十

歳
以
占
を
募
集
中
。
現
在
、

登
録
会
員
数
が
少
な
ぐ
、
特
に

「
技
能
」
、
「
サ
ー
ビ
ス
」
に
従
事

有
効
期
限
が
切
れ
康
司
平
成

二
年
度
受
給
該
当
者
に
は
、
新

し
い
「
受
給
者
証
」
（
桃
色
）
を
七

月
中
に
郵
送
し
未
了
。
ま
た
、

平
成
二
年
度
の
新
し
い
「
対
象

者
証
」
（
黄
色
）
に
つ
い
て
は
、

七
月
中
に
該
当
者
へ
通
知
書
を

お
送
片
忿
チ
の
で
、
更
新
手

警
策

　
な
お
、
未
申
請
で
次
の
項
目

に
該
当
す
る
人
は
申
請
手
続
き

を
し
て
ぐ
だ
さ
い
（
た
だ
し
、

い
ず
れ
も
所
得
制
限
あ
り
）
。

　
更
新
・
申
請
手
続
き
、
問
い

合
わ
せ
は
高
齢
者
福
祉
課
医
療

係
（
内
線
３
２
６
）
へ
。

　
〈
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
〉

　
▼
老
人
の
場
合
（
6
5
～
7
0
歳

未
満
）
＝
○
所
得
税
非
課
税
世

帯
○
一
人
暮
ら
に
凡
近
た
き
り

○
老
人
世
帯
『
▼
心
身
障
害
者

（
児
）
の
場
合
（
６
５
歳
未
満
了
○

身
体
障
害
者
等
級
―
・
２
級
う

重
度
の
精
神
薄
弱
○
身
体
障
害

者
等
級
３
級
で
中
度
の
精
神
薄

弱
Ｏ
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害

す
灸
員
が
不
足
し
て
い
未
了
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
の
要

請
に
で
き
る
だ
け
こ
た
え
る
た

め
、
多
く
の
人
に
シ
ル
バ
ー
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

▲印は減

福
祉
年
金
ま
た
は
障
害
年
金
が

１
級
で
、
障
害
の
内
容
・
程
度

が
身
体
障
害
者
等
級
１
・
２
級

に
相
当
▼
母
子
家
庭
の
場
合
＝

○
1
8
歳
ま
で
（
1
8
歳
の
誕
生
日

か
ら
最
初
の
３
月
3
1
日
ま
で
を

含
む
）
の
子
ぶ
ｂ
○
末
子
が
1
8

歳
ま
で
の
母
親

※
申
請
手
続
き
は
、
健
康
保
険

　
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

　
手
帳
（
心
身
障
害
者
〈
児
〉
の

　
場
合
）
、
印
鑑
な
芦
￥
痔
参
で
．

〈
重
障
老
人
健
康
管
理
事
業
対

　
象
者
証
〉

　
6
5
歳
以
上
で
○
身
体
障
害
者

等
級
１
・
２
級
○
重
度
の
精
神

薄
弱
◎
身
体
障
害
者
等
級
３
級

で
中
度
の
精
神
薄
弱
○
国
民
年

金
法
に
よ
る
障
害
福
祉
年
金
ま

た
は
障
害
年
金
が
１
級
で
、
障

害
の
内
容
・
程
度
が
身
体
障
害

者
等
級
―
・
２
級
に
相
当

※
申
請
手
続
き
は
、
健
康
手
帳
・

　
健
康
保
険
証
・
身
体
障
害
者

　
手
帳
・
印
鑑
な
ど
を
持
参
で
。

　
　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

て
い
ま
す
。
仕
事
夕
通
じ
て
社

会
に
参
加
し
た
い
、
健
康
保
持

の
た
め
何
か
仕
事
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
入
会

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
Ｌ
｝
ぐ
は
、
宇
治
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
公
2
0
・
1
7

3
4
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
欠

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

1141

　
募
集
　
明
る
い
選
挙

　
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　
明
る
い
選
挙
夕
推
進
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
政
治
意
識
の
高
揚

を
図
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

　
▼
内
容
・
・
・
明
る
い
選
挙
鷺
孫
し

進
め
る
こ
と
か
表
す
ポ
ス
タ
ー
▼

応
募
資
格
・
・
・
京
都
府
内
在
住
の
人

（
家
族
、
友
人
、
グ
ル
ー
プ
、
職
場
な

ど
で
の
合
作
も
可
。
１
組
Ｌ
点
に

限
る
）
▼
規
格
・
：
色
は
自
由
。
大

き
さ
は
4
5
り
×
3
0
ぢ
占
写
χ
4
0

1
…
＞
l
i
募
方
法
・
・
・
作
品
の
裏
面
右

下
に
、
氏
名
（
ふ
ぴ
が
な
）
・
年
齢
・

性
別
・
住
所
を
記
入
。
合
作
の
場

合
は
、
家
族
・
友
人
・
グ
ル
ー
プ
・

職
場
名
等
の
区
分
か
明
記
し
、
製

作
者
の
氏
名
（
ふ
肛
が
な
）
・
年
齢
・

性
別
・
住
所
を
連
記
の
う
え
、
代
表

者
に
ｏ
を
し
、
郵
送
か
持
参
で
▼

締
め
切
り
…
９
月
７
日
倒
（
当
日

消
印
有
効
）
▼
応
募
・
問
い
合
わ

せ
・
・
・
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
〒
6
1
1

宇
治
琵
琶
3
3
・
内
線
４
３
１
）
へ
▼

そ
の
他
・
・
・
５
募
者
全
員
に
記
念
品

を
、
入
選
・
佳
作
に
は
賞
状
や
賞

品
鴛
贈
呈
。

　
な
お
、
５
募
作
品
は
ポ
ス
タ
ー

図
案
、
展
示
な
ど
に
自
由
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
児
童
、

牛
徒
の
皆
さ
ん
も
応
募
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
動
物
愛
護
写
真

　
コ
ン
ク
ー
ル

　
京
都
府
で
は
、
犬
の
正
し
い
飼

い
方
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
た
め
、
動
物
愛
護
に
関
す

る
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
か
募

集
し
ま
す
。

　
▼
テ
ー
マ
…
犬
々
入
間
の
ふ
れ

あ
い
▼
規
格
・
：
四
ツ
切
（
カ
ラ
ー
・

白
黒
と
も
可
）
▼
５
募
資
格
・
・
・
京

都
府
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
▼

ら
募
方
法
・
・
・
作
品
の
裏
に
題
名
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
ひ
が
な
）
・
年
齢
『

（
学
年
）
・
職
業
（
学
校
名
）
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
郵
送
か
持
参
で
。

５
募
点
数
は
呈
］
一
以
内
で
、
禾
発

表
の
も
の
に
限
り
求
ｙ
▼
締
め
切

り
・
：
８
月
1
5
m
g
（
当
日
消
印
有

効
）
▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇

治
保
健
所
（
〒
Ⅲ
宇
治
若
森
７
の

６
、
豊
2
1
・
2
1
9
1
）
へ
▼
発
表

・
：
1
0
月
下
旬
に
入
賞
者
に
直
接
通

知
。
な
お
、
作
品
の
著
作
権
は
府

に
帰
属
し
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
会
員
募
集

中 福祉医療費受給者証　重障老人健康管

理事業対象者証

国民健康保険
半日人間ドック補助事業

こ
ど
も
の

お
し
ら
せ

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

募 集
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夏
の
事
故
を
防
ご
う

交通事故

夏の交通事故防止活動

を展開８月31日まで

　
七
月
二
十
一
日
出
～
八
月
三
十

一
日
廊
ま
で
夏
の
交
通
事
故
防
止

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
夏
休
み
に
は
、
子
戸
石
は
学
校

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
外
で
遊
ぶ

時
間
が
増
え
、
交
通
安
全
の
ル
ー

ル
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
求
ｙ
。
子

　
　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
男
性
と
女
性
と
い
ケ
性

の
違
い
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
固
定
化
す
る
考
え
方
（
固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
）

路上遊びは

　　危険がいっぱい

μ
石
に
と
っ
て
、
夏
休
み
が
安
全

で
楽
し
い
も
の
に
な
る
ぷ
っ
、
保

護
者
や
ド
ラ
イ
バ
土
人
ひ
と
り

が
思
い
や
り
か
痔
っ
て
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
〈
保
護
者
心
皆
さ
ん
へ
〉

　
晏
腱
で
交
通
安
全
に
つ
い
て

　
　
話
に
Ｘ
口
ま
し
ょ
う
。

　
暑
蕗
上
で
、
一
輪
車
や
ス
ケ

　
　
ー
ト
ボ
ー
ド
を
さ
せ
な
い
よ

　
　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ひ
自
転
車
の
ル
ー
ル
タ
守
る
心

　
　
と
行
動
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま

　
　
し
ょ
う
。

〈
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
〉

　
つ
海
水
浴
、
帰
省
な
ど
長
距
離

一

　
運
転
夕
す
る
時
は
、

　
過
労
運
転
に
な
ら
な

　
い
よ
夕
圧
意
し
ま
し

ｏ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
死
角

　
を
つ
く
り
、
否
七

　
の
飛
び
出
し
事
故
の

　
原
因
に
な
る
浹
惑
駐

　
車
を
や
め
奔
し
ょ
う
。

つ
助
手
席
は
も
ち
う
へ

　
後
部
座
席
に
座
る
人

　
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
を
着
用
さ
せ
る
よ
ｙ
つ

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
（
交
通
対
策
課
）

危
険
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

水
の
事
故

　
夏
休
み
中
の
子
芦
も
た
ち
の
命

を
守
り
、
市
民
や
観
光
客
、
釣
り

入
ら
の
水
難
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
七
月
二
十
日
廊
に
、
宇
治
川

を
実
施

沿
岸
で
危
険
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
ケ
瀬

ダ
ム
放
流
連
絡
会
（
会
長
・
池
本

正
夫
市
長
）
が
実
施
し
た
も
の
で

家
庭
の
中
を
見
直
し
ま
し
よ
う

　
　
家
事
・
育
児
は
女
だ
け
の
仕
事
？

が
あ
り
卓
子
。

　
こ
の
考
え
方
が
、
女
性
が
主

体
的
に
自
分
の
人
生
夕
選
び
、

生
糸
舌
と
生
き
る
上
で
の
妨

げ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
よ
ラ
か
。

　
　
「
国
連
婦
人
の
十
年
」
を
契

機
に
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た

め
の
努
力
が
着
実
に
重
ね
ら
れ
、

家
庭
、
地
域
、
職
場
で
の
女
性

の
意
識
や
行
動
は
大
壽
く
奪
刀

り
、
女
性
も
職
場
や
社
会
活
動

の
場
に
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
の
社
会
進
出
に

よ
り
家
事
に
男
性
が
か
か
わ
る

な
ど
、
男
女
の
固
定
的
な
役
割

分
担
意
識
が
徐
々
に
解
消
さ
れ

つ
つ
あ
る
ぷ
つ
に
見
え
ま
ず
。

　
・
Ｌ
が
し
な
が
ら
実
態
は
、
「
日

常
的
な
役
割
に
つ
い
て
の
調
査
」

　
（
家
庭
に
関
す
る
世
論
調
査

〈
総
理
府
ｙ
・
下
図
参
照
）
に
見

ら
ひ
（
Ｊ
フ
に
、
「
牛
活
費
忿
得

る
」
に
つ
い
て
は
九
割
近
ぐ
が

夫
（
父
）
の
仕
事
と
老
え
、
家
事

の
主
た
る
担
当
者
は
妻
（
母
）
と

な
っ
て
い
未
了
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
男
女
平
等
と
共
同
参
加
の
二

十
一
世
紀
社
会
で
は
、
社
会
生

活
の
基
礎
単
位
で
あ
る
「
家
庭
」

が
基
盤
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

家
庭
内
で
の
夫
婦
の
役
割
か
ら

「
家
事
は
妻
だ
け
が
す
べ
き
」
と

か
、
「
子
育
て
や
吊
μ
も
の
し

育所･昼間里親

　
市
内
に
は
、
公
・
私
立
あ
わ
せ

て
二
十
一
ヵ
所
（
定
数
二
士
八

百
五
丈
）
の
保
育
所
と
、
市

が
認
定
し
た
昼
間
里
親
五
ヵ
所

（
定
数
二
十
人
）
が
あ
的
ま
子
。

す
。

　
こ
の
日
は
、
建
設
省
天
ケ
瀬
ダ

ム
管
理
支
所
前
聚
出
発
し
、
宇
治

川
右
岸
、
隠
元
橋
を
経
て
左
岸
を

通
り
。
同
支
所
ま
で
の
約
十
八
＊

メ
ー
ト
ル
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
広

報
車
で
水
難
事
故
夕
呼
び
か
け
ま

し
た
。
ま
た
、
天
ケ
瀬
つ
り
橋
付

近
な
戸
千
四
ヵ
所
に
「
キ
ケ
ン
」

「
な
が
さ
れ
る
、
は
い
る
な
」
「
あ

ぶ
な
い
、
お
よ
ぐ
な
」
な
ど
の
水

難
防
止
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
水
の

事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

夫婦の役割の分担

　
保
育
所
・
里
親
へ
の
入
所
に

は
、
そ
の
乳
・
幼
児
の
保
護
者

が
Ｓ
Ｃ
.
て
い
た
昨
痍
一
気
に
か
か

っ
て
い
る
な
ど
、
保
育
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
必
要

一保育所･昼間里親位置図一

で
す
。

　
保
育
所
・
里
親
へ
の
入
所
を

希
望
Ｔ
？
ハ
は
、
保
育
課
（
内

線
３
２
９
）
へ
お
問
虻
Ｂ
せ

く
だ
さ
い
。
　
　
（
保
育
課
）

Ｘ

基
本
健
康
診
査

子
宮
が
ん
検
診

一一一一

　
成
人
病
予
防
の
な
の
の
基
本

健
康
診
査
を
八
月
三
十
一
日
廊

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
血
圧
測
定
・
検
尿
・
血

液
検
査
（
貧
血
・
血
糖
・
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・
肝
機
能
）
、
心
電
図
、

眼
底
検
査
で
す
。
こ
の
機
会
に

進
ん
で
受
診
ト
￥
｛
し
ょ
う
。

▽
対
象
・
・
・
4
0
歳
以
上
の
市
民
。

「¬その他

　
　
　
　
　
　
　
　
″
″
″
　
　
　
　
　
　
　
生
活
費
を
得
る
　

四

辻
彪
尨
尨

つ
け
は
妻
に
任
せ
る
」
と
い
う

固
定
的
な
考
え
方
を
問
い
直
し

に間する世論調査｣(as和61年)家m資料：総理府｢家族・

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

実施中

８月31日まで

▽
受
診
方
法
・
・
・
印
鑑
と
健
康
手

　
帳
（
な
い
人
に
は
高
齢
者
福

　
祉
課
で
お
渡
し
し
康
す
）
を

　
持
っ
て
、
「
基
本
健
康
診
査
協

　
力
医
療
機
関
」
の
ス
テ
″
カ

　
ー
や
ポ
ス
タ
ー
の
は
っ
て
あ

　
る
医
療
機
関
に
直
扮
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

▽
費
用
…
無
料
（
診
査
費
用
８

　
８
３
６
円
は
市
が
負
担
し
ま

　
す
）
。

　
〈
子
宮
が
ん
検
診
〉

　
今
年
度
の
子
宮
が
ん
検
診
は

八
月
三
十
一
日
面
で
終
了
し
ま

す
。
三
十
歳
以
上
で
検
診
を
希

望
す
る
人
は
、
高
齢
者
福
祉
課

健
康
管
理
係
（
内
線
３
６
０
・
５

０
５
）
へ
至
急
申
し
込
ん
で
ぐ

だ
さ
い
。
費
用
は
1
0
0
0
円
。

　
ま
た
、
既
に
検
認
蚕
お
持

ち
の
人
は
必
ず
期
間
内
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
（
高
齢
者
福
祉
課
）

【７月31日までにはがきで】

敬老会申し込こみ受け付け中

午後の部にまだ余裕があります

七
月
一
日
号
市
政
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
し
た
敬
老
合
一
は
、
九

月
十
五
日
剛
に
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
康
ｙ
。

　
現
在
、
は
が
き
で
申
し
込
み

を
深
け
付
け
て
い
‘
’
チ
が
、
定

員
に
少
し
賊
裕
が
あ
り
未
了
。

特
に
、
午
後
の
部
に
余
裕
が
あ

り
ま
す
。

　
参
加
か
希
望
Ｔ
？
ハ
は
、
次

の
申
し
込
み
方
法
に
従
っ
て
申

し
込
ん
ｊ
ｙ
だ
さ
い
。
締
め
切

り
は
七
月
三
十
一
日
脚
（
当
日

消
印
有
効
）
で
す
。

（
燃
碩
瓢
）

〈
と
き
〉
９
月
1
5
E
㈲
、
午
前

　
の
部
と
午
後
の
部
、
各
一
回
。

〈
と
こ
ろ
〉
文
化
セ
ン
タ
ー
大

　
ホ
ー
ル
。

〈
内
容
〉
式
典
と
催
し
（
プ
ロ

　
出
演
者
に
よ
る
演
芸
と
宇
治

　
市
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る

　
合
唱
）
。
午
前
・
午
後
の
部
と

　
も
同
じ
。

〈
応
募
資
格
〉
市
内
在
住
で
、

大
正
９
年
９
月
1
6
ほ
以
前
に

生
次
れ
た
人
（
今
年
９
月
1
5

日
現
在
で
満
7
0
歳
以
上
の

人
）
。
定
員
は
約
2
5
0
叉
。

〈
応
募
方
法
〉
下
の
書
式
に
従

　
っ
て
、
は
が
き
で
高
齢
者
福

　
祉
課
へ
。
記
入
が
不
十
分
な

　
場
合
や
電
話
で
の
甲
し
込
み

　
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

プ
ロ
出
演
予
定
者
決
ま
る
　
　
　

　
▽
漫
オ
　
青
芝
フ
ッ
ク
・
キ
ッ
ク

　
▽
も
の
が
た
り
演
歌
・
：
春
風
う
ら
ら

　
▽
浪
曲
天
龍
三
郎
　
　
　
　

ま
た
、
時
間
、
（
午
前
・
午
後
）

に
つ
い
て
は
、
希
望
ｚ
お
り

に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

〈
応
募
期
間
〉
７
月
3
1
日
脚
ま

で
（
当
日
消
印
有
効
）
。

〈
記
念
品
〉
参
加
者
に
は
、
会

場
で
紅
白
｀
瓦
じ
ゅ
ラ
を
お

渡
し
し
示
ｙ
。

〈
送
迎
〉
例
年
ど
お
り
専
用
バ

　
ス
を
運
行
し
ホ
ｙ
。
専
用
バ

　
ス
の
停
留
所
は
次
の
と
お
り

　
で
、
一
部
剪
除
い
て
京
阪
宇

　
治
交
通
の
バ
ス
停
と
同
じ
で

　
す
。
発
車
時
刻
は
、
９
月
1
1

　
日
号
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら

　
せ
し
示
す
。

　
一
東
宇
治
方
面
＝
・
中
住
宅
↓

御
蔵
山
↓
西
住
宅
↓
幼
稚
園
前

↓
御
園
↓
町
並
（
長
谷
川
コ
’
‐
‐

ヒ
ー
館
前
）
↓
御
蔵
山
参
道
↓

木
幡
↓
木
幡
山
手
町
↓
南
木
幡

↓
病
院
前
↓
黄
奘
↓
平
野
町

（
重
永
医
院
前
）
↓
菟
道
高
校
↓

隼
エ
り
・
新
田
↓
森
本
↓
三
室

戸
一
笠
取
方
面
・
：
笠
取
小
前
↓

(あて先)表裏

郵便はがき

　　圈口]ﾛ]-ロロ

称
名
寺
下
一
志
津
川
方
面
・
：
志

津
川
（
竹
久
酒
店
前
）
↓
白
川

（
茶
研
前
）
一
宇
治
方
面
・
＝
宇
治

車
庫
↓
京
阪
宇
治
↓
宇
治
橋
西

詰
（
都
計
道
路
）
↓
Ｊ
Ｒ
宇
治

駅
↓
総
合
庁
舎
↓
宇
治
市
役
所

一
目
川
方
面
＝
白
川
↓
大
河
原

（
京
阪
宇
治
交
通
）
↓
横
島
小
学

校
↓
横
島
↓
中
研
前
↓
宇
治
橋

西
詰
（
県
通
り
）
↓
県
神
社
一
＝
一

軒
家
方
面
：
主
軒
家
（
京
阪
バ

ス
停
）
一
浮
面
方
面
＝
・
浮
面
↓

名
木
北
口
↓
西
小
倉
（
旧
伊
勢

田
）
↓
北
山
住
宅
↓
小
倉
住
宅

↓
近
鉄
小
倉
↓
小
倉
↓
蔭
山
↓

宇
治
郵
便
局
↓
ユ
ニ
チ
カ
一
名

木
方
面
：
一
名
木
↓
緑
ケ
原
↓
国

道
大
久
保
（
上
新
電
機
前
）
↓
国

道
伊
勢
田
（
京
阪
バ
ス
停
）
一
大

久
保
方
面
…
日
産
車
体
↓
緑
ケ

原
ロ
↓
近
鉄
大
久
保
↓
Ｊ
Ｒ
新

田
（
中
西
石
油
前
）
↓
城
南
高
校

↓
神
明
↓
城
南
荘
↓
西
町
。

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉
高
齢
者
福
祉

　
課
高
齢
者
福
祉
係
（
内
線
３

　
ａ
）
へ
。
（
高
齢
者
福
祉
課
）

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
福
祉
部

高
齢
者
福
祉
課
行

□
敬老会参加申込書
所

名（ふりがな）

住
氏

電話番号

生年月日　　　　　　　年齢

希望時間（　　　　　　　　）

　※午前の部か午後の部かどちらか

　一一　を記入してください。

利用する交通機関(　　　　　）

　※専用がス（市が運行),自家用車、

　一一　その他のいずれかを記入してく

　ｰ　ださい。

バス停留所名（　　　　　　　）･

※市が運行する専用バスをご利用

　の人だけ記入してください。

1142

年
に
一
度
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク

OPEN
THE
W

INDOW
オープン・ザ・ウインド

ウ

入所申請
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